


























































間を測定するTimed Up and Go test(TUG)等が代表的で
ある.歩行動作や立ち上がり動作については,基礎的な動
作解析研究から疫学的研究まで幅広く実施,活用されてい
るが,我々はこれらの評価尺度では表せない動作の質的側
面に着目している.
Sit-to-Walk task(STW)は椅子座位姿勢から立ち上が
り,止まることなく目標地点まで歩行する過渡的動作であ
り,日常生活でも頻繁に行われているが,健常成人の場合,
立ち上がり動作が完了する前に歩行が開始されていること
が示されている.このような動作能力はfluidityと呼ばれ,
脳卒中後患者や転倒歴を有する高齢者ではfluidityが低下
することが報告されている.fluidityの評価として,重心の
前方への速度変化から算出されるFluidity Index(FI)が用
いられている.FIの測定には三次元動作解析装置といった
高価で大型な機器を要することもあり,地域高齢者を対象
とした研究は限られている.しかしながらFIは転倒予測
や介護予防活動の効果判定に有用な指標となり得る.高価
な機器を必要とせず,簡便な測定を可能するといった課題
を達成するため,現在,加速度計を活用した研究を行って
いるので,これを紹介したい.
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